
「Cooking Challenge!! 2023」のよくあるお問合せのご回答 

 

（問１）近畿の有機農産物を使用しなければならないのは何故か。 

（答） 

今般の Cooking Challenge!! 2023において、食材に近畿の有機農産物を使用する

ことで、 

１ 環境への負荷をできる限り減らして作られた農産物を使用することで、生物多

様性を守り、持続可能な農業の実現 

２ 遠く離れた場所ではなく、地域で生産されたものを消費することで、輸送距離

が短くなり化石燃料の使用を削減 

などに貢献することを目指しています。 

 

（問２）どういった理由で、朝ごはんレシピ（おむすびと一品料理）を募集するこ

ととしたのか。 

（答） 

若い世代（20 歳代及び 30 歳代）は、未来の日本を支える子供たちを育てる世代で

あり、次世代に「食」の重要性を伝えつなぐ役割を担う世代ですが、朝食の欠食が多

い状況です。 

朝食摂取を推進し、脳と身体を目覚めさせ、元気な 1日を始められるようにするた

め、まずは簡単な食事を摂ることを推進するため、朝ごはんレシピ（おむすびと一品

料理）を募集することとしました。 

 

（問３）応募様式に「書類が不十分な場合はホームページ掲載対象外、審査対象外」

となる旨の記載がある。その場合、問合せの連絡があるとのことだが、どのような

流れとなるのか。 

（答） 

事務局において、メールにてレシピの応募様式を受信したのち、速やかに要件の充

足状況を確認します。要件不充足の場合、内容確認のための連絡をしますので、メー

ルを受信できるよう（着信拒否がないよう）設定していただきますようお願いします。 

また、修正による対応が可能な場合は至急、差し替えファイルを再送付していただ

くよう依頼しますので、ご対応をお願いします。 

 

（問４）一品料理について、食品ロス削減のため、残りの食材で作った別品を１皿

に添えて２種類となってもよいか。 

（答） 

原則として、一品料理は１種類とするが、食材の有効活用（食品ロス削減）とする

場合、１皿に２種類となっても構いません。 

１皿に２種類以上とした場合に、１皿１種類で応募された方と比較できるようにす

る必要がありますので、どの種類のものを審査対象とするか、事務局からお聞きしま

すので、ご回答をお願いします。 



 

（問５）応募したレシピを学内食堂で提供してもよいか。 

（答） 

提供してもらって構わないです。 

 

（問６）実演審査に選定された場合、募集要領には「ガスコンロで炊飯」と記載さ

れているが、ガス炊飯器は使用できるのか。 

（答） 

実演審査に選定された場合は、ガス炊飯器ではなく、ガスコンロの自動炊飯で鍋を

使用していただくこととなります。 

当日、自動炊飯の使用方法（ボタンを押す）について、会場担当者が説明します。 

 

（問７）実演審査において、鍋で炊飯するとガスコンロの口が１つふさがる。会場

で使用するガスコンロには、何口あるのか。 

（答） 

３口ガスコンロを使用します。グリルも１つございます。 

 

（問８）電子レンジを使用した一品料理を応募したいが可能か。 

（答） 

チラシに記載のとおり、電子レンジの利用は不可としています。 


